
⽩⾺⼋⽅尾根スキー場北尾根第３ゲレンデ
「専⽤トレーニングエリア」ご利⽤案内
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常設ポールはございません。
各チームにて機材をご準備いただき、責任を持ってポールセット・
⽚付けを⾏って頂きますよう、お願い申し上げます。



概要
北尾根第３ゲレンデ ▶ スキースクール専⽤トレーニングエリア

SL：６レーン程度（リフト右４レーン、左２レーン）
GS：５レーン程度（リフト右４レーン、左１レーン）
＋モーグル１レーン（リフト沿い左側）

▼利⽤案内
■ エリア ： ⼋⽅尾根スキー場 北尾根第3ゲレンデ全域および、同ゲレンデ右側より⿊菱林道へ抜ける

迂回路（通称おかえりコース）*林道に当たるまでの間
■ 期 間 ： 2020/12/19~2021/3/28

■営業時間 ： 8:30~16:00 *トレーニング状況により早く閉める場合あり
■利⽤条件 ： 1⽇：税込¥5,500/チーム

*混雑状況によりお断りする場合がございます
*硫安を使⽤した場合は別途スクールで精算して頂きます様お願い致します

■申込⽅法 ： 初めに⼋⽅尾根スキースクールへお電話またはメールにて空き状況をご確認ください。
空き状況確認の上、次ページ記載の申込フォームまたは最終⾴の申込書にてお申込み下さい。
申込書は⼋⽅尾根スキースクールへ持参頂くか、メールにてお送りください。

■使⽤レーン： エリア内4~6レーンでのトレーニングを想定しております。使⽤レーンは空き状況確認時に
概ねの希望（急斜⾯希望・・等）をお伝えください。また、状況により安全の確保が難しい
場合はチーム責任者同⼠の話し合いによって取決めることと致します。

■ その他 ： ・索道事業者の協⼒によりレーシング専⽤エリアとして利⽤が可能となっておりますので、
各チームの積極的な協⼒関係によって安全かつ有効的な活⽤をお願いいたします。
・ポール等機材貸し出しを希望されるチームは申し込み時にお申し出ください。可能な限り
対応させて頂きます。



利⽤までの流れ
電話またはメールで
空き状況の確認

⼋⽅尾根スキースクールへメールor持参

空き状況

別⽇程をご検討ください

空き無し

空き有り

予約確定

To :  info@happo-ski.info

【申込み・お問合せ先】
⽩⾺⼋⽅尾根スキー＆スノーボードスクール
Tel. 0261-72-2126

Mail. info@happo-ski.info

⼋⽅尾根スキースクールへお電話ください
（急斜⾯が使いたい・・など、概ねの希望をお伝えください）

申込書記⼊ or
申込フォーム⼊⼒

申込フォームの場合

申込書の場合

別紙申込書

申込フォーム
h9ps://forms.gle/RJzEQ5SRhQNUdber9

申込フォームはこちら▶

空きあり回答

https://forms.gle/RJzEQ5SRhQNUdber9


-2020-2021シーズン申込書-

申込⽇： 年 ⽉ ⽇
⽩⾺⼋⽅尾根策動事業者協議会
ゲレンデマネージャー 殿

⽩⾺⼋⽅尾根スキー場ゲレンデ使⽤申込書

申込み団体名_________________________________________

住所_________________________________________

電話番号_________________________________________

宿泊先_________________________________________

私共は、トレーニングを⽬的とし⽩⾺⼋⽅尾根スキー場のゲレンデを使⽤したいので、下記の通り

申し込み致します。

記

使⽤期間 ： 年 ⽉ ⽇ 〜 年 ⽉ ⽇まで
使⽤場所 ： 1.北尾根第３ゲレンデ 2.国際第３南側 3.⿊菱第２南側 4.たてっこ

（ゲレンデ名を○で囲む）
⽬的 ：
使⽤⼈数 ： _______名
硫安使⽤の有無 ： 有り ／ 無し （○で囲む）*終了後スクールにて精算します

以上

□ 上記確認しました。（✔を⼊れてください）

チーム責任者署名：_____________________________

【ご注意事項】
1. 最寄りのリフト主任の許可を得た上で、その指⽰に従います。
2. 専⽤トレーニングエリア以外でゲートをセットする場合、⼀般のお客様（以下、お客様）の迷惑にならない様、最⼤限
考慮します。また、お客様と交錯の無いようセパレートを⾏った上で危険箇所に監督者を配置し、双⽅の安全を確保し
ます。

3. セパレート内など占有したコートから出る際は⼀旦停⽌し、安全を確認した上で移動します。
4. フリー滑⾛での⾼速ターンはセパレート内で⾏い、お客様に恐怖感を与えない様にします。
5. 場内の⼀般的なマナーを遵守し、トレーニングで使⽤するにあたり索道スタッフまたはチーム責任者が安全の確保が難
しいと判断した場合は即、使⽤を中⽌します。

6. ゲートセットの変更時、また使⽤後は横滑りで整備を⾏います。
7. その他、他チーム責任者及び索道スタッフを連携をとり、何か問題のある場合は協⼒し誠意をもって解決に勤めます。


